
社会 第３回 問題解説 

洗足学園中学校 

 

社会は、地理・歴史・公民分野の各大問から構成されています。また、論述問題(文章で説明等を求める問題)を出題しており、部分

点を設けています。 

 

 

１ 地理分野からの出題です。 

 

  問１ 正解は③です。①は庄内平野、②は富山平野、④は津軽平野とそこを流れている河川をそれぞれ示しています。 

  問２ 越後平野は一般的には水田単作地帯とされています。九州にある筑紫平野は、比較的温暖な気候であり、稲と麦類などの二

毛作地帯とされています。したがって、正解は⑥です。 

問３ 金属工業には、鉄鋼業などが含まれています。鉄鋼業は、高度経済成長期には日本の中心的な産業のひとつでしたが、1970

年代の２度の石油危機で打撃を受け、その後、衰退傾向にありました。一方で、日本は機械製品に電子技術を組み込むメカ

トロニクス化を早くから導入し、機械工業が大きく発展しました。したがって、正解は①です。②は機械工業、③は化学工

業、④は繊維工業を示しています。 

  問４ 正解は④です。④は「ロシアを中心にシェールガスの開発が加速しており」という部分が誤りです。シェールガスの開発は、

アメリカ合衆国などを中心に進められています。 

問５ 福岡県にある筑紫平野は、九州第一の稲作地帯です。また、筑紫平野では稲と麦類の二毛作がおこなわれています。したが

って、米と麦類の割合が比較的高い②が正解です。 

問６ 正解は「久留米」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問７ 正解は「石狩」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問８ 正解は「三日月湖」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問９ 「土質を改良するために、他の土地から質のよい土を運んできて、混入すること。」といった内容の文章であれば正解とし

ます。 

問 10 正解は④です。④は苫小牧市について述べています。 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

問１ ①は「隋から」、③は「藤原定家らによって」、④は「桓武天皇」という部分が誤りです。したがって、②が正解です。 

問２ 正解は「渡来人」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

  問３ 文章中に「元禄期の」とあります。したがって、正解は④です。 

  問４ 正解は①です。②③④は明治 10年代以降のできごとです。 

問５ ①は 9世紀、②は 12世紀、④は 8世紀末頃のできごとです。したがって、正解は③です。 

問６ Ｘは「持統天皇」という部分が誤りです。したがって、正解は③です。 

  問７ 正解は「水野忠邦」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問８ ②は江戸時代、③は戦国時代、④は室町時代について述べた文です。したがって、正解は①です。 

問９ 正解は「文禄の役」です。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 

  問１ 時事的な問題です。正解は①です。日本の選挙制度の課題のひとつです。 

問２ ①は「電子メールを用いて選挙運動をおこなうことができるようになった」、②は「有権者へ広く配ることができるように



なった」、④は「保護者の同意があればインターネットを利用した選挙運動をおこなうことができる」という部分が誤りで

す。したがって、正解は③です。  

  問３ 日本国憲法では、「衆議院が解散されたときは、解散の日から 40日以内に、衆議院議員の総選挙を行ひ、その選挙の日から

30日以内に、国会を召集しなければならない。」と規定されています。②③④はいずれも総選挙から国会の召集までの日数

が 30日を超えています。したがって、正解は①です。   

  問４ 「衆議院と参議院において、多数を占める政党（会派）が異なる状態。」といった内容の文章であれば正解とします。 

  問５ 歳出に占める割合のうち、もっとも大きな割合を占めるのは社会保障関係費、次いで国債費が大きな割合を占めています。

したがって、正解は②です。 

  問６ Ａ 正解は「小選挙区比例代表並立制」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

     Ｂ 正解は③です。③は「所得の高い人も低い人も所得に対する税負担の割合は一律である」という部分が誤りです。 

  問７ 正解は「PKO（国連平和維持活動）協力法」です。 

 

 


